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子育てのことなら、子ども未来センターへ

笑顔の子育て 応援します

市の子育て支援事業は2面へ 市内在住の綾部さんご家族（子ども未来センターで撮影）
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受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ こまめな換気や手洗いなど、 感染症の予防にご協力をお願いします。

電子申請は、「立川市電子申請ポータルサイト」で申請できます（右２次元コードからアクセス可）

会
議
、
講
演
会
等
に
手
話
通
訳
等
を
希
望
す
る
方
は
開
催
1
週
間
前
ま
で
に
各
問
い
合
わ
せ
先
、
ま
た
は
下
記
フ
ァ
ク
ス
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Fax（
5
2
1
）2
6
5
3

6
日（
火
）午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所

2
階
208・
209
会
議
室
定
3
人
問
介
護

保
険
課
介
護
給
付
係・内
線
1
4
5
8

●
青
少
年
問
題
協
議
会　

時
2
月
6

日（
火
）午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所
3

階
302
会
議
室
定
5
人
問
子
ど
も
育
成

課
青
少
年
係
・
内
線
1
3
0
6

●
総
合
戦
略
・
S
D
G
s
推
進
委
員

会　

時
2
月
7
日（
水
）午
後
1
時
か

ら
場
市
役
所
2
階
205
会
議
室
定
5
人

問
企
画
政
策
課
・
内
線
2
6
9
1

●
都
市
計
画
審
議
会　

時
2
月
7
日

（
水
）午
後
2
時
か
ら
場
市
役
所
2
階

208
・
209
会
議
室
定
10
人
問
都
市
計
画

課
都
市
総
務
係
・
内
線
2
3
6
5

●
教
育
委
員
会
定
例
会　

時
・
場
▽▽

2
月
8
日（
木
）午
後
1
時
か
ら
＝
市

役
所
2
階
210
会
議
室
▽▽
2
月
26
日

（
月
）午
後
1
時
30
分
か
ら
＝
市
役
所

3
階
302
会
議
室
定
各
20
人
問
教
育
総

務
課
庶
務
係
・
内
線
2
4
6
5

●
総
合
教
育
会
議　

時
2
月
8
日

（
木
）午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所
2
階

210
会
議
室
定
20
人
問
企
画
政
策
課
・

内
線
2
6
8
9

●
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
協
議

会　

時
2
月
9
日（
金
）午
後
1
時
30

分
〜
3
時
場
市
役
所
3
階
302
会
議
室

定
5
人
問
高
齢
福
祉
課
介
護
予
防
推

進
係
・
内
線
1
4
7
1

申
行
財
政
問
題
審
議
会　

時
2
月
14

日（
水
）午
後
6
時
30
分
か
ら
場
市
役

所
2
階
208
・
209
会
議
室
定
５
人
申
行

政
経
営
課
・
内
線
２
７
０
３
へ

●
環
境
審
議
会　

時
2
月
15
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
場
市
役
所
2
階
205
会

議
室
定
3
人
問
環
境
対
策
課
環
境
推

進
係
・
内
線
2
2
4
3

●
防
災
会
議　

時
2
月
20
日（
火
）午

前
9
時
30
分
か
ら
場
市
役
所
3
階
302

会
議
室
定
10
人
問
防
災
課
・
内
線
2

5
3
2

障
害
が
あ
る
方
の
た
め
の
拠

点「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
事
業
」

と
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
高
齢
化
や

重
度
化
、
ま
た
「
親
亡
き
後
」
を
見

据
え
て
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
全

体
で
支
え
る
こ
と
を
目
指
す
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
で
す
。
市
内
事
業
所
4

か
所
に
配
置
し
て
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
、
ご
本
人
や
家
族
、
関
係

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
く
わ

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
市
障
害
福
祉
課
・
内
線
1
5
2
2

公
開
す
る
会
議
日
程

　

市
は
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す

る
た
め
、
審
議
会
な
ど
の
会
議
を
公

開
し
て
い
ま
す
。
申
は
申
込
制（
申

込
順
）。
そ
の
ほ
か
は
直
接
会
場
へ

（
先
着
順
）。

●
学
校
給
食
運
営
審
議
会　

時
1
月

29
日（
月
）午
後
3
時
か
ら
場
学
校
給

食
西
共
同
調
理
場
研
修
室
定
5
人
問

学
校
給
食
課
☎（
5
2
9
）3
5
1
1

●
介
護
保
険
運
営
協
議
会　

時
2
月

立
川
南
駅

ホテル
アレアレア

たましん
RISURUホール

三小

立
川
通
り

南口

立川南通り

JR中央線
JR南武線

立川駅

西
国
立
駅たましん

RISURUホール市民会館西

錦町二丁目

錦町一丁目

子ども未来センター北

子ども未来センター

笑顔の子育て 応援します
「笑顔の子育て」できていますか。ときには悩み疲れてしまい、笑顔

どころではない、ということもあるでしょう。そんなとき、誰かに話を

聞いてもらえたり、育児を少し手伝ってもらえたりしたら、ふっと身も

心も楽になるかもしれません。市は、「笑顔の子育て」を応援するため、

相談窓口を設けたり、ヘルパーを派遣したりしています。すぐに解決に

は結びつかなくても、共有することで不安が少し軽くなることもありま

す。一人で悩まず、まずお電話ください。

子育て相談

　子育てに関する悩みや不安など、どこに相談したらよいか分からないとき

には、どんな内容でもお気軽にお電話ください。お話を聞きながら一緒に

考えたり、必要な支援につなげたりします。18歳までの子ども本人からの

相談も受け付けています。来所相談もできます▶受け付け＝月曜〜土曜日
問子ども家庭支援センター☎（529）8566

子ども総合相談

子ども未来センター1階（開所・電話相談：午前9時〜午後5時）

　「幼稚園、学校に行きたがらない」「友達とうまく関われない」など、お

子さんの学校生活や子育ての悩みごとに、専門の心理相談員が応じます。

来所での相談は、予約をお願いします。電話による相談もお受けしていま

す▶受け付け＝月曜〜土曜日
問教育支援課☎（527）6171

教育相談

　心身の障害や発達のことで心配なお子さんが楽しい学校生活を送るため

の教育環境について、専門的な知識をもった就学相談員が保護者の方と一

緒に考えていきます。就学について心配ごとがある保護者の方は、お気軽

にご相談ください▶受け付け＝月曜〜金曜日、第２土曜日
問教育支援課☎（527）6171

就学相談

　お子さんの発達について心配なことがあったら、ご相談ください。電話

で相談を受け付け、相談日を予約して来所していただき、専門相談員がお

話を聞きながら、必要な支援や手だてを一緒に考え、アドバイスしていき

ます▶受け付け＝月曜〜金曜日、第１・第３土曜日
問発達支援係☎（529）8586

発達相談

子育てのお手伝い

　「日中手助けしてくれる人がいない」「体の調子がよくない」お母さん、

お父さんを支援します。ヘルパーを派遣して、育児、家事などの支援や相

談を行います。利用回数、申込方法等、くわしくは市ホームページをご覧

ください▶対象＝妊産婦（父親等も可）▶利用料金＝１回500
円（生活保護世帯、非課税世帯等は無料）

問子ども家庭支援センター☎（528）6871

育児支援ヘルパー
　子育てを手助けしてほしい人と、お手伝いできる人が会員になって、地

域で子育てを支える会員組織です。利用には、事前に入会登録が必要です。

謝礼金額、登録方法等、くわしくは市ホームページをご覧ください▶対象
＝０歳～12歳以下（小学生以下）の子どもの保護者▶依頼内
容＝保育園・幼稚園の送迎、買い物等外出時の保育など
問ファミリー・サポート・センター☎（528）6873

ファミリー・サポート・センター

事業所 連絡先 受付日

社会福祉法人すみれ会 ☎（531）0761
月曜～
金曜日自立生活センター立川

福祉ホットライン ☎（526）1418

地域活動支援センター連 ☎（548）0160
火曜～
土曜日地域活動支援センター

たぁふく ☎（503）9109

いずれも午前９時～午後５時（祝日を除く）
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）2653

中
央
図
書
館
で
公
衆
無
線
L
A
N
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
く
わ
し
く
は
、
館
内
提
示
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
問
中
央
図
書
館
☎（
5
2
8
）6
8
0
0

産
業
振
興
計
画
策
定
委
員
会

委
員

　

新
た
に
策
定
す
る
「
立
川
市
産
業

振
興
計
画
」
に
関
し
て
、
立
川
市
の

商
工
業
等
の
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、

施
策
を
検
討
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
2
月
20
日
現
在
、
18
歳
以

上
で
市
内
に
引
き
続
き
3
か
月
以
上

在
住
し
、
平
日
昼
夜
間
の
会
議（
年

3
回
〜
5
回
を
予
定
）に
出
席
で
き

る
方
▼
任
期
＝
任
命
の
日
か
ら
計
画

策
定
終
了
す
る
ま
で
▼
謝
礼
＝
記
念

品
▼
募
集
人
数
＝
若
干
名（
選
考
）▼

応
募
方
法
＝
2
月
20
日（
火
）〔
消
印

有
効
〕ま
で
に
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、

応
募
の
動
機
、「
こ
れ
か
ら
の
立
川

市
の
商
業
、
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

私
が
考
え
る
こ
と
」（
7
0
0
字
〜

9
0
0
字
）を
書
い
て
、
直
接
、
ま

た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル

で
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係（
市
役

所
2
階
48
番
窓
口
）内
線
2
6
4
3

Fax（
５
２
７
）８
０
７
４
esangyou-t

@
city.tachikaw

a.lg.jp

へ

第だ
い

5
次じ

多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

推す
い
し
ん進
プぷ

ラら

んン
検け

ん
と
う討

会か
い

議ぎ

　
外が

い
こ
く
じ
ん

国
人
委い

員い
ん

・
日に

本ほ
ん
じ
ん人
委い

員い
ん

　

立た
ち
か
わ川

市し

第だ
い

5
次じ

多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

推す
い

進し
ん

プぷ

ら

ん

ラ
ン
を
決き

め
る
た
め
に
設せ
っ

置ち

さ
れ
た
「
第だ

い

5
次じ

多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

推す
い

進し
ん

プぷ

ラら

ンん

検け
ん

討と
う

会か
い

議ぎ

」
に
参さ
ん

加か

し

ま
す（
会か

い

議ぎ

に
は
通つ
う

訳や
く

が
つ
く
予よ

定て
い

で
す
）。

▼
対た

い

象し
ょ
う

＝
次つ
ぎ

の
条じ
ょ
う

件け
ん

を
す
べ
て
満み

た

戸
籍
が
本
籍
地
以
外
の
市
区

町
村
で
も
請
求
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

　

3
月
1
日
か
ら
、
戸
籍
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
、
戸

籍
証
明
書
、
除
籍
証
明
書（
以
下
、

戸
籍
証
明
書
等
）を
本
籍
地
以
外
の

市
区
町
村
の
窓
口
で
も
請
求
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

本
籍
地
が
遠
く
に
あ
る
方
も
、
お
住

ま
い
や
勤
務
先
の
最
寄
り
の
市
区
町

村
の
窓
口
で
請
求
で
き
ま
す
。
ま
た
、

必
要
な
戸
籍
証
明
書
等
の
本
籍
地
が

全
国
の
自
治
体
に
あ
っ
て
も
、
一
か

所
の
市
区
町
村
窓
口
で
ま
と
め
て
請

求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
紙
で
管
理
さ
れ
て
い
る
戸

籍
な
ど
、
一
部
の
戸
籍
証
明
書
等
は

除
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
1
日
以
降
は
、
戸
籍

届
出
時
の
戸
籍
証
明
書
の
添
付
が
原

則
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

注
意
事
項
等
く
わ
し
く
は
、
市
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
戸
籍
係
・
内
線
1
3
6
7

手
話
通
訳
者
登
録
試
験

　

立
川
市
手
話

通
訳
者
の
登
録

試
験
を
行
い
ま

す
。
合
格
後
は

市
に
登
録
し
、

依
頼
が
あ
っ
た
と
き
に
手
話
通
訳
者

と
し
て
活
動
し
ま
す
。
試
験
内
容
は
、

筆
記
試
験（
障
害
者
福
祉
、
聴
覚
障

害
、
手
話
通
訳
に
関
す
る
一
般
知

識
）、
読
み
取
り
・
聞
き
取
り
の
通

訳
、
面
接
で
す
。
な
お
、
手
話
の
試

験
は
日
本
手
話
で
表
現
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

対
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
▼

　令和６年４月採用の会計年度任用職員（月額報酬制）を募
集します。募集人数など、くわしくは市ホームページをご
覧ください。その他の職種についても順次掲載予定です。
問人事課人事係・内線2574

会計年度任用職員募集
市
内
在
住
の
20
歳
〜
65
歳
で
耳
が
聞

こ
え
る
方
▼
市
の
「
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
」
修
了
者
時
2
月
24
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら（
1
人
当
た
り
約
60

分
。
時
間
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）場

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
2
月
15
日（
木
）〔
必
着
〕ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
手
話
学
習
の
経
歴
、

返
信
用
宛
先
を
書
い
て
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
第
一
係
・
内
線
1
5
2
2

へ令
和
６
年
度
当
初
契
約
の「
電

子
に
よ
る
競
争
見
積
合
せ
」を

実
施
し
ま
す

　

令
和
6
年
度
当
初
に
締
結
が
必

要
な
契
約
の
事
前
手
続
き
と
し
て
、

「
電
子
に
よ
る
競
争
見
積
合
せ
」
を

2
月
〜
3
月
に
実
施
し
ま
す
。
競
争

入
札
参
加
資
格
の
あ
る
方
で
、
参
加

を
希
望
す
る
場
合
は
、
東
京
電
子
自

治
体
共
同
運
営
が
行
う
「
電
子
調
達

サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
案

件
公
表
や
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
の
「
入
札

情
報
」
等
は
定
期
的
に
閲
覧
し
て
く

だ
さ
い
。

問
契
約
課
工
事
契
約
係
・
内
線
2
7

1
7第

59
回
青
少
年
健
全
育
成
研

究
大
会

　

小
学
生
か
ら
高
校
生
で
構
成
さ
れ

る
「
子
ど
も
委
員
会
」
の
活
動
報
告

と
「
気
に
な
る
子
ど
も
へ
の
か
か
わ

り
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
行

い
ま
す
。
直
接
会
場
へ
。

時
2
月
3
日（
土
）午
後
2
時
〜
4
時

場
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
ホ
ー
ル

師
一
般
社
団
法
人
発
達
障
が
い
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
Ｍ
ａ
ｒ
ｂ
ｌ
ｅ
代

表
理
事
・
国
沢
真
弓
さ
ん
定
1
5
0

人（
先
着
順
）

問
市
青
少
年
問
題
協
議
会
事
務
局

（
子
ど
も
育
成
課
内
）内
線
1
3
0
6

市
民
委
員
を
募
集す

方か
た

▽▽
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

と
の
相そ

う

互ご

理り

解か
い

と
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

の
推す
い

進し
ん

に
理り

解か
い

と
関か
ん

心し
ん

の
あ
る
方か

た

▽▽
2
月が

つ

20
日に
ち

現げ
ん

在ざ
い

、
15

歳さ
い

以い

上じ
ょ
う

で
市し

内な
い

に
3
か
月げ
つ

以い

上じ
ょ
う

住じ
ゅ
う

民み
ん

登と
う

録ろ
く

が
あ
り
、
平へ

い

日じ
つ

夜や

間か
ん

の
会か

い

議ぎ

に
出し
ゅ
っ

席せ
き

で
き
る
方か
た

。
な
お
、
17
歳さ
い

以い

下か

の
方か

た

は
、
ご
家か

族ぞ
く

に
送そ

う

迎げ
い

を
お
願ね

が

い
す
る
場ば

合あ
い

が
あ
り
ま
す
▼
任に
ん

期き

＝

4
月が

つ

〜
令れ
い

和わ

8（
２
０
２
6
）年ね
ん

3

月が
つ（
年ね
ん

6
回か

い

の
会か
い

議ぎ

を
予よ

定て
い

）▼
謝し
ゃ

礼れ
い

＝
記き

念ね
ん

品ひ
ん

▼
募ぼ

集し
ゅ
う

人に
ん

数ず
う

＝
▽▽
外が
い

国こ
く

人じ
ん

委い

員い
ん（

4
人に

ん

）▽▽
日に

本ほ
ん

人じ
ん

委い

員い
ん（

4

人に
ん

）〔
い
ず
れ
も
選せ
ん

考こ
う

〕▼
課か

題だ
い

文ぶ
ん

＝

▽▽
外が

い

国こ
く

人じ
ん

委い

員い
ん

テて

ー

ま
ー
マ
「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

に

と
っ
て
住す

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
私わ

た
し

が
思お

も

う
こ
と
」（
A
4
用よ

う

紙し

2

枚ま
い

程て
い

度ど

、
母ぼ

語ご

で
も
可か

）▽▽
日に

本ほ
ん

人じ
ん

委い

員い
ん

テて

ー

ま
ー
マ
「
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
私わ

た
し

が
思お
も

う
こ
と
」

（
6
０
0
字じ

〜
8
0
0
字じ

）▼
応お

う

募ぼ

方ほ
う

法ほ
う

＝
2
月が
つ

20
日に
ち（
火か

曜よ
う

日び

）〔
必ひ
っ

着ち
ゃ
く

〕ま

で
に
、
課か

題だ
い

文ぶ
ん

、
住じ
ゅ
う

所し
ょ

、
氏し

名め
い

、

年ね
ん

齢れ
い

、
電で

ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

、
応お

う

募ぼ

区く

分ぶ
ん（

外が
い

国こ
く

人じ
ん

委い

員い
ん

・
日に

本ほ
ん

人じ
ん

委い

員い
ん

の
い
ず

れ
か
）を
書か

い
て
、
郵ゆ

う

送そ
う

、
フふ

ァぁ

クく

スす

、
E
メめ

ー

る
ー
ル
で
市し

民み
ん

協き
ょ
う

働ど
う

課か

・
内な
い

線せ
ん

２
６
３
２
Fax（
５
２
７
）８
０
７
４

eshim
inkyoudou@

city.tachi
kaw

a.lg.jp

へ

ご
み
市
民
委
員
会
委
員

　

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
「
ご

み
市
民
委
員
会
」
で
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
改
定
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
2
月
25
日
現
在
、
18
歳
以

上
で
市
内
に
引
き
続
き
3
か
月
以
上

在
住
し
、
平
日
昼
夜
間
、
土
曜
・
日

曜
日
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方

▼
任
期
＝
4
月
1
日
か
ら
2
年
間
▼

報
酬
＝
1
回
1
万
８
０
０
円
▼
募
集

人
数
＝
5
人（
選
考
）▼
応
募
方
法
＝

2
月
25
日（
日
）〔
必
着
〕ま
で
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
職
業
、「
食
品
ロ
ス
の
削
減
に

向
け
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
」（
８

０
０
字
程
度
）を
書
い
て
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、 

E
メ
ー
ル
で
ご
み
対
策
課

〔
〒
１
９
０
━０
０
３
４
西
砂
町
4
━

77
━1
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
〕内
線
6
7
5
1

Fax（
5
3
1
）５

８
０
０
egom

itaisaku@
city.ta

chikaw
a.lg.jp

へ

障
害
者
施
策
推
進
委
員
会
委
員

　

障
害
者
福
祉
施
策
を
総
合
的
、
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
障
害
者
施
策
推
進
委
員
会
に
参
加

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
2
月
29
日
現
在
、
18
歳
以

上
で
市
内
に
引
き
続
き
3
か
月
以
上

在
住
し
、
平
日
昼
間
の
会
議（
年
3

回
〜
4
回
を
予
定
）に
出
席
で
き
る

方
▼
任
期
＝
4
月
1
日
か
ら
2
年
間

▼
謝
礼
＝
記
念
品
▼
募
集
人
数
＝
3

人
以
内（
選
考
）▼
応
募
方
法
＝
2
月

10
日（
土
）〜
29
日（
木
）〔
必
着
〕に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電

話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
職
業
、 

「
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
私
が

で
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
意
見
や
考
え（
8
0
0
字
程
度
）を

書
い
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ

ー
ル
で
障
害
福
祉
課
・
内
線
1
5
2

0
Fax（
５
２
９
）８
６
７
６
eshou

gaifukushi@
city.tachikaw

a.lg.
jp

へ

職種 担当課
① 所管事務関連業務職員（一般事務）

人事課
② 所管事務関連業務職員（障害者）
③ 検査業務職員 品質管理課
④ 窓口一般業務職員 市民課
⑤ 地域経済活性化推進員 産業振興課
⑥ 体育施設管理作業員 スポーツ振興課
⑦ 11時間開所保育士（朝勤務・夕勤務）

保育課⑧ 障害児担当保育士
⑨ 保育園用務員
⑩ 相談支援包括化推進員

地域福祉課
⑪ アウトリーチ専門員
⑫ 精神保健福祉相談員 生活福祉課
⑬ 休日急患診療所医療事務員 健康推進課
⑭ 高齢者保健事業推進員 保険年金課
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市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
財
産
に
つ
い
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
」
を
実
施
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
問
収
納
課
・
内
線
1
2
5
9

方
は
、
金
融
機
関
を
除
く
各
受
付
窓

口
で
の
申
し
込
み
に
よ
り
無
料
で
Ｂ

コ
ー
ス
に
加
入
で
き
ま
す（
Ａ
コ
ー

ス
を
希
望
す
る
場
合
は
、
5
0
0
円

の
会
費
が
必
要
で
す
）。

●
3
歳
～
中
学
生
の
方
は
全
員
Ｂ
コ

ー
ス
に
加
入
し
て
い
ま
す　

令
和
6

年
4
月
1
日
現
在
、
3
歳
以
上
の

未
就
学
児
と
小
・
中
学
生（
平
成
21

年
4
月
2
日
～
令
和
3
年
4
月
1

日
に
生
ま
れ
た
方
）は
、
Ｂ
コ
ー
ス

に
自
動
加
入
し
ま
す
の
で
、
申
し
込

み
は
不
要
で
す（
Ａ
コ
ー
ス
を
希
望

す
る
場
合
は
、

5
0
0
円
の
会

費
と
申
し
込
み

が
必
要
で
す
）。

　
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
、
交
通

事
故
に
遭
っ
た
と
き
に
見
舞
金
を
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
制
度
に
つ
い

て
、
く
わ
し
く
は
こ
の
「
広
報
た
ち

か
わ
」
1
月
25
日
号
と
同
時
配
布
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
2
月
1
日（
木
）か
ら
、

各
受
付
窓
口
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
受
付
窓
口　

▼
生
活
安
全
課（
市

役
所
2
階
54
番
窓
口
）▼
窓
口
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼
各
連
絡
所
▼
金
融

機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
と
一
部
金
融

機
関
を
除
く
）▼
臨
時
出
張
受
付
・

休
日
受
付
窓
口（
左
下
表
）

●
加
入
コ
ー
ス
と
見
舞
金　

▼
Ａ
コ

ー
ス
＝
年
会
費
1
0
0
0
円
。
見
舞

金
4
万
円
～
3
0
0
万
円
▼
Ｂ
コ
ー

ス
＝
年
会
費
5
0
0
円
。
見
舞
金
2

万
円
～
1
5
0
万
円
。
な
お
、
見
舞

金
請
求
に
は
交
通
事
故
証
明
書
が
必

要
で
す
。
事
故
に
遭
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
警
察
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
見
舞
金
は
事
故
の
相
手
方
の

損
害
を
補
償
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
共
済
期
間　

4
月
1
日（
年
度
途

中
で
加
入
の
方
は
加
入
申
込
日
の
翌

日
）～
令
和
7
年
3
月
31
日

●
70
歳
以
上
の
方
、
立
川
市
心
身
障

害
者
手
当
受
給
の
方　

令
和
6
年
4

月
1
日
現
在
、
70
歳
以
上
の
方（
昭

和
29
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
）と
、
立
川
市
心
身
障
害
者
手
当

受
給
者
で
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

臨時出張受付・休日受付窓口
会場 受付日 受付時間

平日受付

市役所
（１階多目的プラザ）

２月１日㈭・２日㈮・
５日㈪

午前	９	時～正午
午後	１	時～４時

曙福祉会館 ２月	14	日㈬

午前	10	時〜正午
午後	１	時〜３時

柴崎福祉会館 ２月	16	日㈮
幸福祉会館 ２月	19	日㈪
一番福祉会館 ２月	22	日㈭
こぶし会館 ２月	27	日㈫
滝ノ上会館 ３月	１	日㈮

休日受付
子ども未来センター ２月	25	日㈰
西砂学習館 ３月	３	日㈰

ち
ょ
こ
っ
と
共
済

2
月
1
日
木
受
付
開
始

令和
6年度

問
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
・
内
線
2
5
4
6

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

募
集
戸
数
や
申
込
方
法
等
、
く
わ

し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
案
内
は
、「
東
京
都
住
宅
供
給

公
社
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
募
集
住
宅　

①
家
族
向（
ポ
イ
ン

ト
方
式
）②
単
身
者
向
③
車
い
す
使

用
者
向
④
シ
ル
バ
ー
ピ
ア〔
②
③
④

は
、
居
室
内
で
病
死
等
が
あ
っ
た
住

宅
を
含
む
〕

●
募
集
案
内
の
配
布　

▼
期
間
＝
2

月
1
日（
木
）〜
9
日（
金
）▼
場
所
＝

市
役
所〔
総
合
案
内（
1
階
）と
住
宅

課（
2
階
53
番
窓
口
）〕、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
連
絡
所
、
東
京

都
住
宅
供
給
公
社
立
川
営
業
所（
曙

町
2
─34
─7
フ
ァ
ー
レ
イ
ー
ス
ト
ビ

ル
3
階
）

問
▼
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都
営
住

宅
募
集
セ
ン
タ
ー
▽▽
2
月
1
日（
木
）

〜
16
日（
金
）＝
☎
０
５
７
０（
０
１

0
）8
1
0
▽▽
そ
の
他
の
期
間
＝
☎
0

3（
3
4
9
8
）8
8
9
4〔
い
ず
れ

も
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
〕

▼
市
住
宅
課
・
内
線
2
5
5
8

高
齢
者
福
祉
介
護
計
画
に
関

す
る
説
明
会

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら

な
る
深
化
、
推
進
に
向
け
、
令
和
6

年
度
か
ら
令
和
8
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
高
齢
者
福
祉
介
護
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
6
年

4
月
以
降
、
介
護
保
険
制
度
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
に

つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
。

時
・
場
▽▽
2
月
17
日（
土
）午
後
2
時

か
ら
＝
西
砂
学
習
館
▽▽
2
月
20
日

（
火
）午
後
2
時
か
ら
＝
た
ま
し
ん
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
ホ
ー
ル
5
階
第
1
会
議

室
▽▽
2
月
25
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

＝
市
役
所
2
階
208
・
209
会
議
室

問
介
護
保
険
課
・
内
線
1
4
4
0

家
庭
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　

市
は
、
廃
棄
物
を
巡
る
社
会
動
向

や
社
会
情
勢
に
応
じ
、
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
市
民
1
人
1
日
当

た
り
の
家
庭
ご
み
排
出
量
は
、
５
４

２
グ
ラ
ム
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て

12
グ
ラ
ム
減
り
ま
し
た（
左
グ
ラ
フ
）。
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　１月８日、たましんRISURUホールで、「二十歳

を祝うつどい」を開催しました。今回は初めての

取り組みとして、市公式LINEで参加申込受付と入

場券発行を行いました。

　式典のあとには、４年ぶりとなる交流会が実施

され、懐かしの恩師からのビデオメッセージ放映

のほか、くるりん、ウドラがお祝いに駆けつけま

した。

「二十歳を祝うつどい」を
開催しました

ちょこ助

▷市・都民税第 4 期分▷国民健康保険料第
7 期分▷後期高齢者医療保険料第 7 期分▷
介護保険料第 7 期分

1月31日水今月の
納期

納付書裏面等に記載の場所で納付してください問
市税＝収納課管理係・内線1240、国民健康保険
料＝保険年金課賦課係・内線1416、後期高齢者
医療保険料＝保険年金課賦課係・内線1406、介
護保険料＝介護保険課介護保険料係・内線1446
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）2653

　

表２　持ち物
申告書 当日会場でも入手できます。

令和５年中の
所得に関する書類

▷給与所得・公的年金収入のある方は源泉徴収票
▷それ以外の所得のある方は、収入金額や必要経費の分かる帳簿など

令和５年中の
控除に関する書類

▷国民年金保険料や生命保険料等の控除証明書
▷社会保険料・寄附金等の領収書
▷医療費控除の明細書（ご自宅で作成してお持ちください）
▷障害者控除の適用を受ける方は、障害者手帳、愛の手帳、障害者控除
対象者認定書など

本人確認書類
▷マイナンバーカード
▷マイナンバーカードをお持ちでない方は、番号確認書類（通知カード
等）と本人確認書類（運転免許証等）

申告の準備はお済みですか
受付期間 ２月16日金～３月15日金市民税・都民税  所得税

市民税・都民税 郵送での申告にご協力ください

　混雑緩和のため、郵送での提出にご協力を

お願いします。申告書の提出・相談は、表１
の会場で受け付けます。表２のものをお持ち
の上、できるだけ少人数でお越しください。

　①〜④に該当する方は申告が不要、それ以外の方は申告が必要

です。

①令和５年分所得税の確定申告書を税務署に提出する方

②令和５年中の収入が給与のみで、勤務先から立川市に給与支払

報告書の提出があり、控除等の追加がない方（提出されているか

不明な場合、勤務先の給与担当者に確認してください）

③令和５年中の収入が公的年金等のみ（遺族・障害年金等非課税

の年金を除く）で、控除等の追加がない方

④同居の親族に扶養されている方（ただし、所得金額が記載され
た証明書の発行を希望する場合は申告が必要です）
●上場株式等の配当所得等の課税方式が統一されます　上場株式
等の配当所得等や譲渡所得等について、所得税と市民税・都民税

で異なる課税方式を選択できなくなりました。所得税で確定申告

した所得は、市民税・都民税も所得に算入されます。

●ふるさと納税ワンストップ特例の申請は申告を行うと無効にな
ります　ふるさと納税ワンストップ特例制度を申請している方は、
市民税・都民税の申告や確定申告を行うと特例の適用対象外にな

ります。申告する際は、ワンストップ特例申請分を含むすべての

寄附金について申告してください。

　税の申告の準備はお済みですか。締め切り間際は大変混雑

しますので、早めの準備をお願いします。

問課税課市民税係・内線1206

■歩いている くるりん ■歩いている くるりん（反転）

申告書の提出と申告・相談会場申告が必要な方、不要な方

　昨年、市民税・都民税の申告書を提出した方などに「市民税・

都民税申告書」を２月上旬に郵送します。課税課（市役所１階36

番窓口）、窓口サービスセンター、各連絡所でも配付します。

申告書の配付

場所 受付日 受付時間

市役所１階101会議室 ２月16日㈮〜３月15日㈮
〔土曜・日曜日、祝日を除く〕 午前９時〜午後４時

子ども未来センター ２月25日㈰

午前９時30分〜午後３時

こぶし会館 ２月27日㈫

若葉会館 ２月29日㈭

滝ノ上会館＊ ３月１日㈮

西砂学習館 ３月３日㈰

＊エレベーター工事中のため階段をご利用ください。

表１　申告・相談会場

郵送先
〒190-8666 〔住所記入不要〕
立川市役所　課税課市民税係 宛

●国民年金保険料　納付した金額を証明する書
類の添付が必要です。令和５年10月２日までに

納付した保険料の控除証明書を、昨年11月に被

保険者宛てに郵送しました。申告時は、この証明

書と令和５年10月３日以降に納付した保険料の領

収書を添付してください。なお、令和５年10月３

日～12月31日に初めて国民年金保険料を納付した

方には、２月上旬に控除証明書を郵送します問ね
んきん加入者ダイヤル☎0570（003）004〔電話番号

各種所得控除のご案内 所得税

確定申告はご自宅で
が050から始まる電話等の方は☎03（6630）2525〕、

日本年金機構立川年金事務所☎（523）0352

●国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・介
護保険料　証明書の添付は必要ありません。領
収書、振替口座の通帳（口座振替の方）、公的年

金等の源泉徴収票（年金天引きの方）等で令和５

年１月～12月に実際に納付した金額を確認し

て申告してください問保険年金課賦課係・内線
1416、介護保険課介護保険料係・内線1446

　所得税の確定申告書は、「国

税庁」のホームページの「確

定申告書等作成コーナー」か

ら作成・送信（提出）できます（上２次元コ
ードからアクセス可）。マイナンバーカード
とその読み取りに対応した端末をお持ちの

方は「マイナンバー方式」で、お持ちでな

い方は「ID・パスワード方式」または「書

面」で提出できます。

　また、２月16日㈮～３月15日㈮には、所

得税の確定申告書作成・提出会場を立川税

務署（緑町４‒２立川地方合同庁舎内）に開

設します〔土曜・日曜日、祝日を除く。ただ

し、２月25日㈰は開設〕。混雑回避のため、

当日会場で入場整理券を配付します（「国税

庁」のLINEで事前に入手することもできま

す）。なお、配付状況に応じて受け付けを

早めに締め切る場合があります。

問立川税務署☎（523）1181

社会保険料控除

　障害者手帳をお持ちでなくても、次のすべてに

該当する方は、所得税や市民税・都民税の障害

者控除または特別障害者控除を受けられます▶

65歳以上▶要介護（要支援）認定を受けている▶

要介護（要支援）認定の主治医意見書で日常生活

自立度判定基準ランクに一定以上の記載がある

　令和５年12月31日時点で市内に住民登録があ

る該当者のうち、市民税課税者および前年に認

定書の申請をした方には、確定申告に必要な障

害者控除認定書を１月19日に送付しました。認

定書が届かない方や、認定書が必要な非課税者

の方はお問い合わせください。

　控除額は▶障害者控除＝所得税27万円、市

民税・都民税26万円▶特別障害者控除＝所得

税40万円、市民税・都民税30万円▶同居特別

障害者控除＝所得税75万円、市民税・都民税

53万円

問介護保険課介護認定係・内線1454

高齢者の障害者控除



こまめな換気や手洗いなど、 感染症の予防にご協力をお願いします。

電子申請は、「立川市電子申請ポータルサイト」で申請できます（右２次元コードからアクセス可）

●職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
（A） 

給　　与　　費 〈参考〉1人当
たり給与費

（B）/（A） 給料 職員手当 期末・勤勉
手当 計（B）

令和
４年度 975人 3,522,358

千円
1,088,692

千円
1,549,006

千円
6,160,056

千円
6,318

千円
注	１	：職員手当には退職手当は含まれていません。
	 ２	：職員数は、令和４年４月１日現在の人数です。
	 ３	：給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれており、職員

数には当該職員は含まれていません。

職員の服務の状況

職員の給与の状況職員の任免と職員数に関する状況

公平委員会の業務の状況職員の分限と懲戒処分の状況

　職員には、地方公務員法をはじめとする関係法令で、全体の奉仕者
として職務を遂行するに当たって守るべき義務や規律が課せられてい
ます。
　さらに、立川市では、公正性・透明性を高め、市民の信頼と負託に
応えるために、コンプライアンス（倫理・法令遵守）の確保に努めてい
ます。

　公務員として労働基本権の一部が制約されている職員の適正な勤務
条件を確保し、また、身分保障を担保するために、中立的機関の公平
委員会が置かれています。職員は公平委員会に、勤務条件に関する措
置要求や不利益処分に関する審査請求、人事管理に関する苦情相談を
行うことができます。
　令和４年度の新規事案処理件数は0件でした。

●人事評価の状況
　地方公務員法第23条の２の規定に基づき、全職員を対象とした人事
評価を年１回実施しています。この制度は、職員の能力・業績を公正
に把握するためのもので、上司との面談や仕事の振り返りを通じて人材
育成に活用しています。また、各年度の評価結果を翌年度の勤勉手当
の成績率や昇給に反映します。
　今後も、人事評価制度を人材育成や任用、給与、分限その他の人事
管理の基礎として活用し、組織の活性化を図ります。

●部門別職員数の状況と主な増減理由	 （各年4月1日現在）
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
令和４年 令和５年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　会 9人 9人 0人

マイナンバーカード交付促進、
障害福祉サービス事業所等の
検査体制整備等による増

欠員・退職の不補充、その他業
務の見直し等による減

総　務 232人 240人 8人
税　務 72人 72人 0人
民　生 295人 299人 4人
衛　生 86人 80人 △6人
労　働 1人 1人 0人

農林水産 5人 5人 0人
商　工 5人 5人 0人
土　木 91人 91人 0人

計 796人 802人 6人
教育部門 179人 175人 △4人 欠員の不補充等による減
小　計 975人 977人 2人

公
営
企
業
等
会

計
部
門

下水道 35人 35人 0人
その他 62人 60人 △2人

小　計 97人 95人 △2人 欠員の不補充、その他業務の見
直し等による減

合　計 1,072人
〔1,041人〕

1,072人
〔1,049人〕

0人
〔8人〕

注1：職員数は一般職に属する職員数であり、再任用短時間勤務職員と非常勤職
員を除きます。

　2：〔　〕は定数条例上の職員数です。

●適正な定員管理に向けた取り組み
　令和２年度に策定した「立川市第２次行政経営計画」に基づき、適
正な定員管理を進めています。具体的には、介護認定・調査業務の外
部委託化のさらなる推進など、適切なサービス水準と最適なサービス
提供手法の選択により、定員の適正化に努めました。一方で、マイナ
ンバーカードの交付促進や放課後子ども教室くるプレの開設、ゼロカ
ーボンの推進などの新たな行政需要への対応も図りました。この結果、
定数条例上の職員数は、令和５年４月１日現在、1,049人となってい
ます。

●人件費の状況（普通会計決算）
住民基本
台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費比率

（B）/（A） 
〈参考〉
令和３年
度の人件
費比率令和

４年度
令和５年１
月１日現在
185,483人

93,380,930
千円

5,192,307
千円

10,860,443
千円 11.6％

12.6％

●職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況（令和５年4月1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
43.8歳 320,998円 423,876円 52.8歳 310,382円 369,209円

注：「平均給与月額」とは、給料に諸手当を加えたものの平均月額です。

●職員の初任給の状況	 （令和５年4月1日現在）
立川市 東京都 国

一般行政職 大学卒 196,200円 196,200円 総合職  200,700円
一般職  196,200円

高校卒 160,100円 160,100円 166,600円
技能労務職 高校卒 157,500円 157,500円 164,000円

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況	（令和５年4月1日現在）
経験年数

10年
経験年数

20年
経験年数

25年
経験年数

30年

一般行政職 大学卒 239,831円 316,749円 359,888円 387,293円
高校卒 ― ― ― 361,300円

技能労務職 高校卒 ― ― ― 315,914円

●一般行政職の級別職員数の状況	 （令和５年4月1日現在）
5級 4級 3級 2級 1級

計標準的な
職務内容 部長・局長 課長・センター

長・館長・主幹 係長・主査 主任 主事

職員数 16人 64人 200人 249人 208人 737人
構成比 2.2％ 8.7％ 27.1％ 33.8％ 28.2％ 100％

参考 1年前の構成比 2.2％ 8.6％ 27.0％ 32.6％ 29.6％ 100％
5年前の構成比 2.2％ 8.5％ 26.4％ 35.2％ 27.7％ 100％

注1：立川市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。
　2：標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

●分限処分と懲戒処分の状況	 （令和４年度）
分限処分 懲戒処分

降給 休職 降任 免職 戒告 減給 停職 免職
処分者数 ０人 37人 ０人 ０人 １人 １人 ０人 ０人

分限処分：勤務実績が良くない、心身の故障で職務の遂行に支障がある、刑事事
件で起訴された場合などで、職員が職責を十分に果たせないときに講
じられる処分

懲戒処分：法令違反や非行のあった職員の道義的責任を問うために講じられる処分

●職員採用・退職の状況	 （令和４年度）

採用者
数

退職者
数 退職者内訳

定年 普通 分限 懲戒 失職 死亡
事　務　職 33 人 18 人 11 人 ７人 ０人 ０人 ０人 ０人
技　術　職 21 人 13 人 １人 12 人 ０人 ０人 ０人 ０人
技能労務職 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人

合　計 54 人 31 人 12 人 19 人 ０人 ０人 ０人 ０人

●その他の職員手当の状況	 （令和４年度支給実績）
内　　容

扶養手当 配偶者・その他扶養親族6,000円（課長職は3,000円）、子9,000円
（16歳～22歳の子4,000円加算）、部長職は支給対象外

地域手当 給料、扶養手当、管理職手当の合計額の12％。1人当たり平均
支給年額452,951円

住居手当
借家・借間に居住する生計中心者（部・課長職を除く）に限り35
歳未満13,000円、35歳以上60歳以下11,000円（令和５年４月１
日現在）

通勤手当 交通機関等利用者には交通機関運賃相当額（上限55,000円）、交
通用具使用者には通勤距離に応じて支給

管理職手当 部長職：115,000円（再任用101,000円）
課長職：   80,000円（再任用  57,800円）

時間外勤務手当 支給総額373,738千円、１人当たり平均支給年額416千円

特殊勤務手当
福祉現業手当、滞納整理手当など５種類
　全職員に対する手当支給職員の割合8.4％
　受給職員１人当たり平均支給年額54,293円

●特別職の報酬等の状況
給料・報酬の月額

（令和５年4月1日現在）
期末手当

（令和４年度支給実績）
市　長

給料
1,041,000円

6月期　2.125月分
12月期　2.225月分

計　4.35  月分

副市長 901,000円
教育長 799,000円
議　長

報酬
662,000円

副議長 599,000円
議　員 555,000円

注：期末手当については20％の加算措置があります。

●退職手当の状況	 （令和５年4月1日現在・月分）
立川市 国

普通 定年 普通 定年等

支
給
率

勤続20年 23.0 23.0 19.6695 24.586875
勤続25年 30.5 30.5 28.0395 33.27075
勤続35年 43.0 43.0 39.7575 47.709
最高限度額 43.0 43.0 47.709 47.709
その他

加算措置
定年前早期退職特例措置

（2％～20％加算）
定年前早期退職特例措置

（2％〜45%加算）
注：令和４年度に退職した職員1人当たりの平均支給額は、普通退職で8,769千

円、定年退職で22,562千円です。

●期末手当・勤勉手当の支給状況	 （令和４年度支給額・割合）
立川市 東京都 国

１人当たり
平均支給額 1,631千円 1,844千円 ―

支給
割合

期末 2.40月分（1.35月分） 2.40月分（1.35月分） 2.55月分（1.45月分）
勤勉 2.15月分（1.05月分） 2.15月分（1.05月分） 2.00月分（0.95月分）

職務上の
加算措置

職位に応じて3％～20
％の加算あり

職制上の段階、 職務の級
等による加算措置あり

職制上の段階、 職務の級
等による加算措置あり

注：（　）内の数字は、再任用職員の支給割合です。

●職員研修の実施状況
　「立川市職員人材育成基本方針」に基づき、目指すべき職場像と職員
像の実現に向け、研修を通して職員が新たな知識・経験や能力を獲得
する機会を提供しています。

（令和４年度）
受講者

延べ人数 概　　要

階層別研修 649人 新任職員・主任・係長・課長等の階層別研修
特別研修 2,972人 行政各分野の課題、救命講習　ほか
実務研修 2,260人 情報セキュリティ研修　ほか
職場研修 563人 業務上必要な知識の習得を図る研修
派遣研修 558人 東京都市町村職員研修所、自治大学校等への派遣研修
自主研修 32人 通信教育研修、資格取得助成制度

計 7,034人 ─

人事行政の運営等の
状況を公表します

　市は、「立川市人事行政の運営等の状況の公表に関する
条例」に基づき、人事行政の運営等に関する状況について、
市民の皆さんにお知らせします。市職員の給与や定員数、
勤務条件や研修、福利厚生の状況など人事行政全般につ
いて公表することで、公正性と透明性を確保し、適正な
運営に努めてまいります。
問人事課人事係・内線2574

職員の研修と人事評価の状況
●人材育成基本方針の策定
　職員一人ひとりが意欲を持って職務に取り組み、時代の要請に応え
うる人材を計画的かつ積極的に育成するために、平成18年９月に「立
川市職員人材育成基本方針」を策定、平成27年５月に改定しました。
この中で、目指すべき職場像として「自律し、協働し、人を活かす職
場」を、目指すべき職員像として「自信と誇りを持って、自ら考え、市
民の立場に立って、凛として行動する職員」を掲げ、その実現に向けて
研修制度や人事管理制度に関する諸施策に取り組んでいます。

●育児休業・部分休業の取得状況（令和４年度）
男 女 合計

育児休業 17人 11人 28人
部分休業   6人 13人 19人

注：この人数は、令和４年度
から取得を開始した職員
数です。

職員の休業の状況

職員の福祉と利益の保護の状況
●福利厚生制度
　立川市職員共済会を設置し、職
員の保健、元気回復その他厚生に
関する事業を行っています。共済
会で計画実施される事業は、職
員 が 負 担 す る 共 済 会 費（給 料 の
1,000分の4に相当する額）と市か
らの交付金で運営されています。

●公務災害補償制度
　職員の公務上や通勤途上での災
害に対して、地方公務員災害補償
法に基づき補償を行っています。

公務災害の発生状況	 （令和４年度）
発生件数

公務災害 17件
通勤災害 9件

●健康診断の実施状況（令和４年度）
人数

定期健康診断 　587人
人間ドック 891人

VDT健康診断 129人
生活習慣病健康診断 216人
ストレスチェック 1,571人

注：一部健康診断の人数には、会計年
度任用職員（社会保険加入者）を含
みます。

職員共済会の運営状況	 （令和４年度）
会員会費 交付金 会員数

16,129千円 14,075千円 1,081人

年次有給休暇の取得状況（令和４年度）
平均取得日数

15.9日

注1：対象職員は、令和４年度全期間在職
者（育児休業・休職者等を除く）

　2：再任用短時間勤務職員を除く

●休暇制度
　職員の休暇等の種類は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護
休暇に大別されます。

特別休暇	 （令和４年度）
付与日数・期間等

公民権行使等休暇 必要と認められる期間
産前産後休暇 出産の前後16週間（多胎妊娠の場合は24週間）

妊娠症状対応休暇 1回の妊娠について２回まで、合計10日以内
早期流産休暇 流産した日の翌日から起算して引き続く７日以内

育児時間 1日２回、合計90分以内
出産介護休暇 ２日以内
育児参加休暇 ５日以内

子どもの看護休暇 年度を通じ５日以内（子が2人以上は10日以内）
短期の介護休暇 年度を通じ５日以内（要介護者が2人以上は10日以内）

慶弔休暇
１）職員が結婚する場合：引き続く７日以内
２）職員の親族が死亡した場合：親族等の区分に応じ、１日～10日以内
３）職員の父母の追悼のための特別な行事を行う場合：１日

夏季休暇 7月から9月までの期間に５日以内
生理休暇 必要と認められる期間

母子保健休暇 妊産婦の健診１回につき１日
妊婦通勤時間 勤務時間の始め、または終わりにおいて１日につき１時間

災害休暇 現住居が滅失、または損壊した日から起算して７日以内
事故休暇 必要と認められる期間

ボランティア休暇 年度を通じ５日以内

職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
●職員の勤務時間（標準的なもの）

1週間の
勤務時間

1日の
勤務時間

勤務時間の割り振り 週休日始業 終業 休憩時間
38時間45分 7時間45分 午前８時30分 午後5時15分 正午～午後1時 土曜・日曜日

●職員採用試験の実施状況	 （令和４年度）

受験者数 合格者数
管理職 11人 5人
主　任 18人 5人

●昇任試験の実施状況（令和４年度）
　立川市の職位は、部長—課長—
係長—主任—主事となっています。
そのうち、管理職（課長）と主任職へ
の昇任について試験制度を導入して
います。

令和５年度採用	 （令和４年８月実施）
受験者数 合格者数

一般事務 311人 16人
一般事務

（障害者） 4人 1人

保育士 23人 5人

職員の採用・昇任試験と選考の状況

令和５年６月以降採用	（令和５年３月実施）
受験者数 合格者数

一般事務
（経験者） 57人 14人

建築技術 5人 4人
土木技術 2人 0人

令和５年度採用	 （令和４年12月実施）
受験者数 合格者数

一般事務
（障害者） 16人 0人

建築技術 3人 1人
土木技術 1人 1人
電気技術 2人 1人
保健師 5人 3人
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健康

麻しん風しん混合（MR）第2
期予防接種

平成29年4月2日〜平成30年4月1 
日生まれの方（令和6年度に小学校
に就学する方）は、麻しん風しん混合 

（MR）第2期予防接種の対象です。公
費で接種できる期間は3月31日㈰ま
でです。接種を希望する方で、問診票
がない方はご連絡ください問健康推
進課予防健診係☎（527）3272

日本脳炎予防接種
平成７年４月2日～平成19年４月１日
生まれの方は、積極的勧奨の差し控
えにより接種機会を逃している場合
があります。20歳まで、公費で接種で
きます。接種を希望する方で、問診票
がない方はご連絡ください問健康推
進課予防健診係☎(527)3272

「女性ホルモンのゆらぎ」を知
ってココロとカラダに向き合
う40代からのヘルスケア

更年期に現れるさまざまな不調と、そ
の対策を学びます。パートナーも参加
できます対18歳以上の女性市民（パ
ートナーも同時申込可）時3月2日㈯
午後2時〜4時場女性総合センター5
階第3学習室師医師・丸橋和子さん定
50人（申込順）申1月25日㈭から電話
か電子申請で健康推進課保健事業係
☎（527）3272へ

歯科講座「正しく知ろう！歯
並び・かみ合わせ」～よくか
める歯を育てるためにパパマ
マができること

歯並びやかみ
合わせを整え
ることは 、口
元の美しさだ
けでなく、むし
歯や歯周病の
予防 、お口の
機能にとっても重要です。予防歯科に
くわしい矯正歯科専門医から正しい
知識を学びます対市民の方時3月7日
㈭午前9時45分〜11時45分場女性
総合センター5階第3学習室師歯科医
師・晝間康明さん定30人（申込順）保
若干名（1歳〜学齢前）申1月25日㈭
から電話か電子申請で健康推進課保
健事業係☎（527）3272へ

ふじみサクサク健康教室～ま
るっと元気に！栄養・歯科編

人生100年時代。いつまでも自分の
口でおいしく食べるために大切な食
事法や歯や口のケアについて学びま
す。栄養・歯科の防災ミニ講座も対30
歳〜74歳の市民の方時2月22日・29
日の木曜日、午後1時30分〜3時30
分（全2回）場滝ノ上会館師管理栄養
士・渡辺純子さん、歯科衛生士・原智
子さん定20人（申込順）申1月25日㈭
から電話か電子申請で健康推進課保
健事業係☎（527）3272へ

スポーツ

軽体操・みんなでストレッチ
教室(柴崎教室)

日程 、費用等
は下表のとお
り対市内在住・
在 勤・在 学の
18歳以上の方

（市外の方も2次受け付けから可）場
柴崎市民体育館申2月16日㈮〔必着〕
までに、往復はがきにコース名（1コ
ースにつき往復はがき1枚）、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、性別、電話番
号、在勤・在学の方は勤務先名か学校
名、返信用宛先を書いて柴崎市民体
育館〔〒190-0023柴崎町6-15-9〕☎

（523）5770へ。1次当選した方は当
選はがき、参加費、本人確認書類を持
って、3月14日㈭午後8時までに来館
し、一括払いをしてください

市民体育大会の結果
個人はいずれも優勝（敬称略）。
●吹矢（オープンの部）　▶３種競技
総合＝平山重雄▶競技的＝古郡次男
▶ネイル式レクリエーション的＝長谷
川巌▶ビンゴ的＝村上精悟
●テニス（地区対抗の部）　▶優勝＝
幸町体育会▶準優勝＝曙町体育会▶
第３位＝富士見町体育会
●バレーボール男子（地区対抗の部）
▶優勝＝幸町体育会▶準優勝＝羽衣
町体育会▶第３位＝西砂川地区体育
会
問立川市体育協会☎（534）1483

軽体操・みんなでストレッチ教室（柴崎教室）
コース 時間 期間 参加費 定員

火
曜

軽体操（初級） 午前9時40分～
10時40分 4月2日～7月9日

（休止日あり、
全14回）

2,800円
（現金のみ、
回数券利用
不可）

各100人
（抽選）

軽体操（初・中級） 午前10時55分～
11時55分

木
曜

みんなで
ストレッチ①

午後1時～2時
4月4日～7月18日
（休止日あり、
全14回）みんなで

ストレッチ②
午後2時15分～
3時15分

電子申請は、「立川市電子申請ポータルサイト」で申請できます（右２次元コードからアクセス可）

■新型コロナウイルスワクチン接種の予約・
　相談、お問い合わせ
●�立川市新型コロナウイルスワクチン接種予約センター 
（コールセンター）　☎0120（741）567  
〔土曜・日曜日、祝日を除く、午前９時～午後５時〕

立川市接種
予約システム

健康日程表

各相談・健康診査の会場の駐車場は台数に限りがありますので、できるだけ公共
交通機関をご利用ください。

健康相談　１人30分場健康会館
●2月6日㈫午前9時20分～10時50分＝運動・栄養相談（運動指導者、管理栄養士

が相談に応じます）
●2月15日㈭午後1時20分～2時50分＝保健・栄養相談（保健師、管理栄養士が

相談に応じます）
申電話か電子申請で健康推進課保健事業係☎︎（527）3272へ

親と子の健康相談　受付時間は午前９時30分～10時45分
保健師、助産師、心理相談員、栄養士、歯科衛生士が相談に応じます
●2月7日㈬＝西砂学習館
●2月28日㈬、3月27日㈬＝健康会館　午前10時～10時30分は、8～10か月児を

対象とした離乳食後期教室を開催定各12組（申込順）
●3月6日㈬＝上砂会館
申健康推進課母子保健係☎︎（527）3234へ

乳児（３～４か月児）・１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健康診査
健康診査は、該当月齢の翌月です。対象者には個別に通知します。通知の届い
ていない方は、お問い合わせください。また、電話で日程の変更ができます。集
団健診のため、発熱や体調不良、感染症にかかっている場合はご遠慮ください。
問健康推進課母子保健係☎︎（527）3234

■新型コロナウイルス感染症に関する健康相談、
　医療機関のご案内など
●東京都新型コロナ相談センター　☎0120（670）440
　〔土曜・日曜日、祝日を含む、24時間〕

　市内で開催される公式戦日程をお知らせします。くわしくは、「立川ダイ
ス」のホームページをご覧ください。

●立川ダイス　▶ヴィアティン三重戦＝▷２月
３日㈯午後３時試合開始▷２月４日㈰午後２時
試合開始▶岐阜スゥープス戦＝▷２月10日㈯午
後３時試合開始▷２月11日（日・祝）午後２時試合
開始▶鹿児島レブナイズ戦＝▷２月24日㈯午後
３時試合開始▷２月25日㈰午後１時試合開始
場アリーナ立川立飛

ホームゲームを応援しよう!!

◯2月12日（第2月曜日・休日）は無料の個人開放日です。
●第１体育室（バドミントン・ミニテニス）●第２体育室（卓球）＝いずれも2日・
9日・10日・16日・18日・24日（24日は午前・午後Ⅰ・午後Ⅱのみ）
●第１体育室（バスケットボール）＝12日（無料）・26日（いずれも午後Ⅱ・夜
間のみ、夜間は午後9時30分まで）

 柴崎市民体育館 ☎（523）5770

▶午前＝午前9時～午後0時30分▶午後Ⅰ＝午後
0時30分～４時▶午後Ⅱ＝午後４時～７時30分
▶夜間（泉市民体育館）＝午後７時30分～11時▶
夜間（柴崎市民体育館）＝午後７時30分～10時2月の個人利用日

市民体育館

 泉市民体育館 ☎（536）6711

◯2月1日（第1木曜日）は無料の個人開放日です。
◯2月11日（日・祝）は大会のため、体育室の個人利用はできません。
●第１体育室（卓球・バドミントン・ミニテニス）＝1日（無料）・3日・7日・14日・
17日・21日・28日（3日は午後Ⅱ・夜間のみ）
●第2体育室▶卓球・バドミントン＝5日・19日・25日・26日（25日以外は午前・
午後Ⅰのみ）▶バスケットボール＝5日・19日・26日（いずれも午後Ⅱ・夜間のみ）

２月23日（金・祝）は、設備保守のため、市民体育館の利用はできません。

休日・夜間診療

休日急患診療所（内科・小児科）
	 ☎（526）2004
健康会館1階
▷日曜日・祝日＝午前9時〜午後8時45分（受付時間）

歯科休日応急診療所	 ☎（527）1900
健康会館2階
▷日曜日・祝日＝午前9時〜午後4時45分（受付時間）

立川市・立川病院 こども救急室
	 ☎（523）2677
立川病院内
▷月曜〜金曜日（祝日を除く）
　＝午後7時30分〜10時（受付時間）

24時間電話案内
医療機関案内「ひまわり」 ☎03（5272）0303
救急相談センター	 ☎（521）2323
携帯電話・プッシュ回線からは
☎＃7119も利用できます。

●保険証、医療券等をお持ちください。
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受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ こまめな換気や手洗いなど、 感染症の予防にご協力をお願いします。



産後の即効くびれ講座
呼吸法を使ってその場でサイズダウ
ンを目指します対市内在住の生後2
か月〜5か月の乳児と母親時2月22日
㈭午前10時30分〜11時30分場子ど
も未来センター師産後ダイエットトレ
ーナー・平川裕樺さん定8組（申込順）
申1月26日㈮午前10時から子育て支
援事務室☎（529）8664へ

ママ＆ベビーヨガ
対市内在住の生後3か月〜8か月の
乳児と母親時2月28日㈬午後1時30
分〜2時15分場子ども未来センター
師ヨガインストラクター・愛さん定10
組（申込順）申1月26日㈮午前10時か
ら子育て支援事務室☎（529）8664へ

産後の骨盤ケア
対市内在住の生後3か月〜5か月の
乳児と母親時2月28日㈬午後2時30
分〜3時15分場子ども未来センター
師ヨガインストラクター・愛さん定10
組（申込順）申1月26日㈮午前10時か
ら子育て支援事務室☎（529）8664へ

催し

福祉施設のみんなと皮から本
格水餃子を作ろう

料理を通して地域の施設と交流しま
す時2月22日㈭午後1時30分〜3時
30分場高松学習館師NPO法人トモ
ニの皆さん費500円（材料代）定10人
（申込順）持エプロン、バンダナ、マス
ク、タオル申1月25日㈭から高松学習
館☎（527）0014へ

ミニ企画展「桃の節句」
市民から寄贈された明治時代から昭
和期のひな飾りや衣装人形を展示し
ます。直接会場へ時1月30日㈫～3月
3日㈰、午前9時～午後4時30分（月曜
日を除く）場歴史民俗資料館、川越道
緑地古民家園問歴史民俗資料館☎
(525)0860

子ども・子育て

親子リトミック
対未就学児と両親（保護者1人も可）
時2月19日㈪午前10時〜11時30分
場天王橋会館師ピアノ講師・治田桂子
さん定10組（抽選）持飲み物、タオル、
着替え申2月13日㈫までに子育て推
進課子育てひろば係☎（528）4335へ

工作会「おしゃれハットをつく
ろう！」

型紙に毛糸を通して飾りつけをして
オリジナルな帽子を作ります対4歳以
上の子ども（未就学児は保護者同伴）
時2月25日㈰午後2時〜3時場錦学習
館定15人（申込順）申1月25日㈭午前
10時から錦図書館☎（525）7231へ

カラフル野菜について学ぼう
立川市の農業や、カラフル野菜の栽
培について学びます対小学生（保護
者同伴可）時2月23日（金・祝）午後2時
〜3時30分場西砂学習館師カラフル
野菜の小山農園・小山三佐男さん定
20人（申込順）申1月25日㈭午前10
時から西砂図書館☎（531）0432へ

シリーズ発達障がい「ママの
立場で」

発達に凸凹がある子の子育て経験を
ジェンダーギャップの視点を入れて
お話しします時3月8日㈮午前10時〜
正午場柴崎学習館師発達ファシリテ
ーター・河村麻理子さん定15人（申込
順）保若干名（1歳〜学齢前）申1月25
日㈭から電話か電子申請で柴崎学習
館☎（524）2773へ

パパママいちごクラブ 土曜日
身長・体重測定。親子で手形・足形シ
ートも作れます。直接会場へ対市内
在住の0歳〜1歳6か月の子どもと保
護者時2月24日㈯午後1時30分〜3
時場子ども未来センター問子育て支
援事務室☎（529）8664

邨
むら

田
た

丹
たん

陵
りょう

～時代を描いたやま
と絵師

北多摩郡砂川村（現在の砂川町）で半
生を過ごした絵師・邨田丹陵に焦点
を当てた、初の本格的な長期間の展
覧会。やまと絵の伝統を継承しつつ進
化を極めた丹陵の作品の数々に出会
えます。直接会場へ時▷前期＝2月18
日㈰まで▷後期＝2月24日㈯〜3月
31日㈰、午前10時〜午後6時〔月曜日
休館。2月12日（月・休）は開館、翌13日
㈫が休館。入場は午後5時30分まで〕
場たましん美術館（緑町3-4）費500
円（高校・大学生300円、中学生以下
無料）問立川市地域文化振興財団☎
（526）1312

おもちゃの病院
壊れたおもちゃを修理します。1世帯
2点までで先着35点です。壊れた部品
などもお持ちください。部品代がかか
る場合は実費負担です。直せないも
のもあります。直接会場へ対市内在
住の方時2月10日㈯午後1時〜3時場
女性総合センター5階作業室問生活
安全課消費生活センター係☎（528）
6801

ミニ就職フェア in 立川
若者の採用に積極的な企業が各部5
社程度参加します対34歳以下の方
時2月27日㈫▷午前10時～正午▷
午後2時～4時場東京しごとセンター

邨田丹陵《聖徳記念絵
画館壁画下図「大政奉
還」》明治神宮所蔵　
前期展示（聖徳記念絵
画館の壁画の展示では
ありません）

邨田丹陵《巴御前図》
部分　個人蔵
後期展示

多摩（柴崎町3-9-2）定各部20人（申
込順）申東京しごとセンター多摩☎
（521）6761へ問市産業振興課商工
振興係・内線2643

うどの即売会と野菜の直売会
市内で収穫
され、品評
会に出品さ
れたうどを
展示・即売
します。立川産野菜の直売も。直接会
場へ時2月16日㈮午前11時から場市
役所１階多目的プラザ問産業振興課
農業振興係・内線2650

お出かけ応援講座～大空カフェ
活動的な毎日を過ごすために、化学
製品メーカー社員から、フレイル・尿
もれ予防について学びます対市民の
方時2月17日㈯午前10時〜11時30
分場上砂地域福祉サービスセンター
定20人（申込順）申かみすな福祉相
談センター☎（537）7799へ

ボランティアスタート説明会
（ボラスタ）
時▷2月9日㈮午後2時〜3時30分▷2
月20日㈫午前10時30分〜正午場総合
福祉センター定各5人（申込順）申ボラ
ンティア・市民活動セン
ターたちかわ☎（529）
8323へ〔右2次元コー
ドからも申込可〕

　 マークの催しは各児童館で直接
申し込んでください（申込順）。そのほ
かは直接会場へ。未就学児は保護者
同伴。このほかの催しは、市ホームペ
ージまたは児童館のおたよりをご覧
ください。
●工作の日～キラキラ☆シャボン玉
作り　対乳幼児～高校生世代時2月
24日㈯・25日㈰、午後3時～4時30分
場・問高松児童館☎（528）2925

●おりおりクラブ「春の折紙を楽しも
う！」　対乳幼児～高校生世代時2月
16日㈮午後3時～5時場・問富士見児
童館☎（525）9020
スイーツクッキング「チョコカップ

ケーキ」　対小学生時2月18日㈰午
後2時～4時30分場西砂児童館定10
人申2月3日㈯～13日㈫に西砂児童
館☎（531）0433へ

　今年も若葉町におばけたちがやって来た。初日は
かわいいおばけ、2日目は…!?対乳幼児～高校生世
代時2月24日㈯・25日㈰①午前10時～正午②午後2
時～4時場若葉児童館定各20組申2月10日㈯から
若葉児童館☎（536）1400へ

遊びにおいでよ 児 童 館
おばけやしき

電話での申し込みはできません。直接、各児童館へ

たまがわ・みらいパークの催し

　2月14日㈬・27日㈫は休館日です。
●たまみら朝市とミニフリーマーケッ
ト　時2月18日㈰午前10時～11時
30分（売り切れ次第終了）
学び舎〜日本語の読解力を伸ばそ

う　対小・中学生時①2月1日～29日
の木曜日、午後4時～7時②2月3日～
24日の土曜日、午前9時～正午費各月
2,000円（参加費）定①小学生・中学生
各2人②小学生2人持筆記用具申1月
31日㈬までに
のびのび健康体操　対60歳以上の

女性時2月2日・16日・23日の金曜日、
午前10時～11時費月1,000円（参加
費）定5人持ボール、セラバンド（会で購

入可能）、タオル、飲み物申2月1日㈭ま
でに
たまみらでカラオケを楽しもう!　

対3人以上のグループまたは家族（小
学生以下は保護者同伴）時①2月4日
㈰午前9時30分～正午（子ども優先）
②2月7日・21日・28日の水曜日▷午
前9時30分～正午▷午後1時～4時30
分費1時間500円申1月26日㈮までに
楽しく食べよう「サポショク」　時①

2月9日㈮午後5時30分～7時②2月
24日㈯午前11時30分～午後1時費
200円（小・中学生100円、未就学児無
料）定①20人②30人申①1月26日㈮
から②2月10日㈯から
ふれあいサークル　高齢者向けの

健康体操と脳トレ時2月10日㈯午後1
時30分～3時30分定5人持動きやす
い服装、飲み物申2月3日㈯までに
ミエ子さんと歌おう!　懐かしい童謡

や唱歌を歌いましょう時2月26日㈪午
前10時～11時15分費300円（参加費）
定5人持飲み物申2月25日㈰までに

場たまがわ・みらいパーク マーク
の催しは、参加者名、電話番号（中
学生以下は学校名、学年も）を電話
またはEメールで☎（848）4657 e

info.miraipark@gmail.comへ
（申込順）。そのほかの催しは直接
会場へ

市公式X
エックス

（旧ツイッター）

のご利用を

問広報課・内線2745

市政情報、
イベント情報
などを発信

@tachikawa_tokyo
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から
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パソコン講座「Excel入門」�
エクセルの基本操作、数式や関数を使
用した表作成、グラフ作成などを学び
ます対文字入力ができる方時2月27
日㈫・28日㈬・29日㈭、午前10時〜正
午（全3回）場西砂学習館師生涯学習
市民リーダーの皆さん費2,000円（資
料代ほか）定10人（申込順）保若干名

（1歳〜学齢前）持パソコン（Excel 
2010以降）申1月25日㈭から西砂学
習館☎（531）0431へ

コンゴ民主共和国～継続する
紛争の現状と未来

コンゴ民主共和国の紛争の経緯や現
状、国民への影響、今後の展望などを
学びます時2月29日㈭午後1時30分
〜3時場幸学習館師東京外国語大学
現代アフリカ地域研究センター教授・
武内進一さん定30人（申込順）申1月
25日㈭から幸学習館☎（534）3076へ

初心者向け！投資のすすめ～
賢くお金を育てよう！

資産運用の基礎と新NISA制度を学
びます時2月25日㈰午後2時〜3時
30分場高松学習館師証券インストラ
クター・福田徹さん定30人（申込順）
申1月25日㈭午前10時から高松図
書館☎（527）0015へ

東京女子体育大学公開講座
●幼児講座「幼児のボール遊び」　
サッカーの試合にもチャレンジ対4歳
〜学齢前の子ども時3月2日㈯午後
2時〜3時30分場東京女子体育大学

（国立市）師同大学サッカー部監督・
長澤忍さん費200円（傷害保険料）
定20人（開催1か月前に定員を超え
た場合は抽選、超えない場合は1週
間前まで申込順）申講座名、住所、氏
名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号
を、はがき、ファクス、Eメールで同大
学地域交流センター〔〒186-8668住
所記入不要〕☎（572）4324Fax（572）
4317 e chiiki@twcpe.ac.jpへ問市
生涯学習推進センター☎（528）6872

老人クラブにご加入を

老人クラブは地域の高齢者が助け
合い、豊かな生活を送るための組織
です。輪投げ、ペタンク、グランドゴル
フ、健康吹き矢などの競技や、運動会、
歌・踊りの発表会、一人暮らしの会員
の見守り、まちの美化活動などを行っ
ています。入会を希望する方はご連
絡ください▶対象＝おおむね60歳以
上の市民の方▶年会費＝1,200円〜
2,400円（クラブによって異なります）
●輪投げ大会 優勝　6月22日、国立
オリンピック記念青少年総合センタ
ーで東京都老人クラブ連合会主催の
輪投げ大会が行われ、都内各地から
77チームが参加しました。その中で、
立川市の老人クラブ「柏寿会」が見事、
優勝しました。
問立川市老人クラブ連合会☎（521）
3733

みんなの介護教室「みんなで
知ろう、人生会議」

これからの人生について考えておく
とよいことをみんなで学びます時2月
14日㈬午後1時30分〜3時場西砂学
習館定30人（申込順）申北部西かみ
すな地域包括支援センター☎（536）
9910へ

シルバー人材センター働き
方・しごと説明会

会員登録の申し込みも受け付けます
対市内在住の原則60歳以上の方時・ 
場▷2月13日㈫＝女性総合センター
5階第1学習室▷2月21日㈬＝シル
バー人材センター柴崎本部（柴崎町
1-17-7）、いずれも午後1時30分から
申前日までにシルバー人材センター
柴崎本部☎（527）2204へ

ゆったりストレッチ＆背骨コ
ンディショニング

ゆったりとしたペースで全身のスト
レッチを行い、背骨の歪みから起こ
る肩、膝、腰などのさまざまな体の不
調の改善を図ります。企画・運営は生
涯学習市民リーダーの会時3月6日
㈬午後2時〜4時場錦学習館師背骨
コンディショニング協会インストラ
クター・高橋尊子さん費300円（受講
料）定15人（申込順）持動きやすい服
装、上履き、ヨガマット（バスタオル）、
飲み物申1月25日㈭から錦学習館☎

（527）6743へ

働くときのルールを学ぶ～安
心して働くために

労働法の基本的な考え方から、ハラス
メント、退職や解雇、雇い止めなど、最
新のテーマを取り上げ、分かりやすく
解説します時3月5日・12日の火曜日、
午後6時30分〜8時30分場労働相
談情報センター多摩事務所（柴崎町
3-9-2）師成蹊大学法学部教授・原昌
登さん定各70人（申込順）申東京都
労働相談情報センター多摩事務所☎

（595）8731へ問市産業振興課商工
振興係・内線2643

シニア

紙刺繡を楽しもう
紙に刺繡糸でステッチをして、かわい
いポチ袋を作ります対60歳以上の
方時2月17日㈯午前10時〜11時30
分場上砂会館定10人（申込順）申1
月25日㈭午前10時から上砂図書館☎

（535）1531へ

にしすなカフェ（介護サロン）
すごろくゲームを使って人生のさまざ
まなリスクを楽しく学びます対65歳
以上の市民の方と家族時2月10日㈯
午前10時30分〜正午場西砂第三学
童保育所師生活アドバイザー・後藤
裕美子さん定20人（申込順）申にしす
な福祉相談センター☎（531）5550へ

講座

マークは、たちかわ市民交流大
学・市民推進委員会が主催する市
民企画講座（たちかわ☆きらきら
カード対象講座）

平和人権ロードショー「友達
やめた。」

生まれつき耳が
聞こえないわた
しと、アスペルガ
ー症候群のまあ
ちゃんの心の越
境ドキュメンタ
リー。日本語字
幕付き時2月24
日㈯午前10時30分〜正午場柴崎学
習館定100人（申込順）保若干名（1歳
〜学齢前）申1月25日㈭から電話か電
子申請で柴崎学習館☎（524）2773へ

災害医療センター ACP研修
「かかりつけ医をもちましょう」
かかりつけ医をもつことの必要性を
知り、ご自身や家族のことを気軽に
相談できる環境を整えましょう対市
民の方時2月14日㈬午後2時〜3時
30分場国立病院機構災害医療セン
ター（緑町3256）定50人（申込順）申
災害医療センター地域医療連携室☎

（526）5511へ問市高齢福祉課介護
予防推進係・内線1471

男女ともに自分らしく働くた
めのセルフケアとポジティブ
心理学

働く上でのストレスから自分自身を
守るために必要なセルフケアや心構
えを学びます時2月21日㈬・26日㈪、
午後6時30分〜8時30分場労働相
談情報センター多摩事務所（柴崎町
3-9-2）師公認心理師・樺沢敏紀さん
定各70人（申込順）申東京都労働相
談情報センター多摩事務所☎（595）
8731へ問市産業振興課商工振興係・
内線2643

電子申請は、「立川市電子申請ポータルサイト」で申請できます（右２次元コードからアクセス可） 10令和6年（2024年）1月25日

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ こまめな換気や手洗いなど、 感染症の予防にご協力をお願いします。

館入3,000円月1,500円（ほかに教材
費として1,000円）申小

こ や の
谷野さん☎080

（1254）0651へ
●ふみの会　自由にエッセイを書き、互
いの作品を合評して高めあいます。年
間の作品は冊子にまとめます。参加頻
度によってA会員とB会員があります。B
会員の会費等、くわしくはお問い合わせ
ください時偶数月の第2土曜日、午前9
時30分〜正午場女性総合センター5階
年200円（A会員）申福本さん☎（569）
0391へ
●立川市視覚障害者福祉協会「ステッ
プ１

ワン

」　視覚障害者とサポートする方の
集まりです。それぞれの悩みを共有した
り、情報交換をしたり、楽しくにぎやかに
交流します対視覚障害者またはその支
援者時毎月▷第1・第3火曜日、午前10
時〜正午▷第2土曜日、午後1時〜5時
場羽衣中央会館年2,000円定6人（申込
順）申児玉さん☎090（3103）5626へ

曜日、午前10時15分〜11時45分場幸
学習館入500円月3,100円申関田さん☎

（535）6058へ
●時事英語ーアフリカと日本の絆　語る
楽しさからディベートの力増進へ。タイ
ム誌とPBSを教材に、アフリカ留学生と
交流し、英語力を身につけます。国連大と
東京外大の公開講座にもなった地域活
動です対高校生以上の方時毎月①第2・
第4火曜日、午前10時〜正午②第2・第
4土曜日、午後3時〜4時③第2・第4土曜
日、午後6時〜7時場①②柴崎学習館③
女性総合センター5階月3,000円定各2
人（申込順）申熊田さん☎（531）1887へ
●あやめ会（三味線同好会）　古典楽器
である三味線を弾いてみませんか。藤本
の講師が民謡を指導します。初心者も
男性も歓迎。見学可時毎月第1・第3水
曜日、午後1時30分〜4時30分場羽衣
中央会館月1,500円定3人（申込順）申
大野さん☎080（6565）3088へ

●ABC英語会　立川シルバー大学の英
語講師の指導で、中学英語を基本にリス
ニングと英会話を楽しんでいます。現会
員は9人で、シルバー大学修了者から40
代までいます時毎月第2・第4土曜日、午
前10時〜正午場子ども未来センター入
1,000円月2,000円定15人（申込順）申
古
こ

明
めい

地
じ

さん☎080（2051）4511へ
●英語でLet's Sing　60年〜80年代
の洋楽を通して英語の基礎的な文法や
語彙、日常で使える表現を学びます。英
語力は問いません。歌うことや洋楽が好
きな方歓迎時毎月第1・第3月曜日、午
前10時〜正午場幸福祉会館入1,000
円月2,000円申皆

みなぐち
口さん☎080（3488）

8093へ
●フラ&タヒチ プルメリア　陽気な仲
間が集まり楽しく踊っています。ハワイ
の音楽に癒やされ、タヒチの情熱的な曲
で心と体をリフレッシュしませんか。無
料体験可対30代〜50代の方時毎週木

会員募集

●墨人会　AIには描けない墨のにじみ
で、自由な表現を楽しみませんか。円山
応挙まで辿れますが、斬新な画風がモッ
トーの会です時毎月第3月曜日、午後1
時〜4時場女性総合センター5階作業室
月2,000円申田

た
崎
さき

さん☎（523）1722へ
●詩吟 公吟会　漢詩の絶句、律詩、和
歌、俳句を、おなかから声を出して朗詠
します。生涯学習や脳トレにも。見学可
時毎週水曜日、午後1時〜4時場若葉会

　この欄の情報の連絡・交渉は当事者
間で。市は関与しません。
　掲載申込書等は広報課（市役所２階
42番窓口）と各地域学習館で配布する
ほか、市ホームページからダウンロード
もできます。



お知らせ

無料相談＆食料品配布
市内在住で、生活にお困りの方はご
利用ください。食料品配布はなくなり
次第終了。直接会場へ時①1月31日
㈬午後2時〜4時②2月20日㈫午前
10時〜午後1時場①スマイルキッチ
ン（幸町5-64）②セブンスデー･アド
ベンチスト教団立川キリスト教会（高

松町3-21-8）問立川市社会福祉協
議会地域づくり係☎（540）0200Fax

（529）8714

全国瞬時警報システム（ J
ジェイ

-A
ア ラ

L 
E

ー ト

RT ）で訓練放送を行います
市は、「全国瞬時警報システム（J-ALE 
RT）」を運用しています。2月9日㈮午
前11時ごろ、市内82か所の防災行政
無線のスピーカーから、全国一斉情報
伝達訓練の放送が流れます。万が一

に備えた訓練放送の実施に、ご理解を
お願いします問防災課・内線2535

市営葬儀説明会
立川市斎場指定管理者のシルバー人
材センターから市営葬儀について説
明を聞きます。直接会場へ。電話によ
る相談も随時受け付けています時1
月31日㈬、2月29日㈭、3月28日㈭、
午前10時〜11時場立川市斎場（羽衣
町3-20-23）問立川市斎場☎（524）
1998

資源とごみの臨時相談窓口
資源とごみに関して、日頃から感じる
疑問や相談にお答えする窓口を開設
します。直接会場へ時・場▷2月8日㈭
＝一番福祉会館▷2月13日㈫＝幸福
祉会館▷2月14日㈬＝柴崎福祉会館
▷2月15日㈭＝曙福祉会館、いずれも
午前10時〜午後3時（正午〜午後1時
を除く）問ごみ対策課・内線6754

官公署・その他

「GLP昭島プロジェクト」に係る
環境影響評価書案の縦覧など

●縦覧　時1月30日㈫〜2月28日㈬、
午前9時30分〜午後4時30分（土曜・
日曜日、祝日を除く）場市環境対策課

（市役所2階79番窓口）、都環境局総
務部環境政策課（都庁）、都多摩環境
事務所管理課（錦町）
●閲覧　時1月30日㈫〜2月28日㈬、
午前9時30分〜午後4時30分〔2月

12日（月・休）を除く〕場西砂学習館
●意見書の提出　直接、郵送、また
は提出フォーム（「都環境局」のホー
ムページに掲載）で提出してください
▶記載事項＝①事業名②氏名と住所

（法人その他の団体は、名称、代表
者の氏名、都内にある事務所か事業
所の所在地）③環境の保全の見地か
らの意見▶受付期間＝1月30日㈫〜
3月14日㈭〔消印有効〕▶提出先＝都
環境局総務部環境政策課（〒163-
8001新宿区西新宿2-8-1）
問都環境局総務部環境政策課☎03

（5388）3406

湖南衛生組合競争入札参加資
格登録申請を受け付けます

令和6年度〜8年度の物品買入れ等
の入札参加資格登録申請を受け付け
ます▶受付期間＝2月1日㈭〜29日㈭
▶申請方法＝「湖南衛生組合」のホー
ムページから申請書をダウンロードし、
郵送で湖南衛生組合☎（561）1551へ

市役所☎（523）2111　くらしの相談日程
相談項目 相談日 時　間 場　所 連絡先

予法律相談
相続・金銭貸借等、民事的な
法律全般

第1〜第4月曜日  9 :30〜正午 市民相談室

市民相談係
☎（528）4319

第1木曜日

13:30〜16:30

女性総合セン
ター5階

第2木曜日 たましんRISURU
ホール5階

第3木曜日 市民相談室

第4木曜日 立川タクロス
1階

予相続・登記・成年後見等相談 第1・第3・第4火曜日 13:30〜16:30

市民相談室

予税務相談
所得税、相続税、贈与税等

第2・第4水曜日
（3月は第1・第4水
曜日）

13:30〜16:25

予家事相談
夫婦間、親子間、離婚問題等

第 1 〜第4木曜日
第 1 ・第3火曜日  9 :20〜正午

第2・第4火曜日 13:30〜16:10
予不動産相談
不動産の売買、賃貸借契約等 第2・第4水曜日 13:30〜16:30

予交通事故相談 第1水曜日 13:30〜16:00

予行政手続相談
在留資格・帰化、相続・遺言 第2火曜日  9 :20〜正午

犯罪被害者等支援相談
月曜〜金曜日

 8 :30〜17:00
（正午〜13:00
を除く）

公益通報者保護相談
（外部通報窓口）
予人権悩みごと相談
不当な扱い、いやがらせ等 第1水曜日

 9 :30〜11:45
予行政相談
国等への苦情、要望等 第3水曜日

予 消費生活相談
商品やサービス等の契約ト
ラブル、製品事故、多重債務

月曜〜金曜日
 （第３木曜日は休
館、電話相談のみ）

 9 :00〜16:00

女性総合セン
ター5階

消費生活センター
☎（528）6810

予 カウンセリング相談

火曜・水曜・土曜日
 （土曜日は電話相
談のみ）

13:00〜17:00 男女平等参画係
☎（528）6801

第２・第４木曜日 10:00〜14:00

相談項目 相談日 時　間 場　所 連絡先

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
相
談

予成年後見相談 第2土曜日

13:00〜16:00

総合福祉セン
ター

地域あんしんセ
ンターたちかわ
☎（529）8319

予法律相談
第3土曜日

（祝日の場合は第
4土曜日）

社会福祉協議会
☎（529）8300

直 アルコール相談 第2・第4水曜日

直 くらしや仕事の相談 月曜〜金曜日  8 :30〜17:15
くらし・しごとサ
ポートセンター
☎（503）4308

予精神障害者の家族相談 第2月曜日（祝日の
場合は第3月曜日）13:30〜16:30 立川麦の会

☎（537）3905

予 女性相談
月曜〜金曜日

 8 :30〜17:00
（正午〜13:00
を除く）

生活福祉課 生 活 福 祉 課・
内線1545

予 母子相談
ひとり親家庭の相談 子育て推進課 手当・医療費給

付係・内線1345

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
相
談

直 子ども総合相談
子どもに関する相談でど
こに相談したらいいか分
からないとき 月曜〜土曜日

 9 :00〜17:00 子ども未来セ
ンター

子ども家庭支援
センター
☎（529）8566

直 子育て家庭の相談
子育ての悩み等

子ども家庭相談係
☎（528）6871

予 発達相談
子どもの発達が気になる
とき

月曜〜金曜日、
第1・第3土曜日

発達支援係
☎（529）8586

予 教育相談 月曜〜土曜日
教育支援課
☎（527）6171予 就学相談 月曜〜金曜日、

第2土曜日

子育てひろば 直 乳幼児期
の相談 月曜〜金曜日 10:00〜正午

（一部午後あり）
子育てひろば

（児童館ほか）
子育てひろば係
☎（528）4335

直外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

在
ざ い

留
りゅう

資
し

格
か く

、
日
にち

常
じょう

生
せ い

活
か つ

など

中
ちゅう

国
ご く

語
ご 第

だ い

1・第
だ い

2・第
だ い

4土
ど

曜
よ う

日
び

13:00〜16:00
女
じ ょ

性
せ い

総
そ う

合
ご う

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

5階
か い

たちかわ多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

☎（527）0310英
え い

語
ご

第
だ い

3・第
だ い

5土
ど

曜
よ う

日
び

第
だ い

1・第
だ い

3土
ど

曜
よ う

日
び

は行
ぎょう

政
せ い

書
し ょ

士
し

、第
だ い

2・第
だ い

4・第
だ い

5土
ど

曜
よ う

日
び

は生
せ い

活
か つ

相
そ う

談
だ ん

員
い ん

が対
た い

応
お う

予=予約制　直=直接会場（先着順）　 =電話相談

050（3355）4703開催案内・レース結果

●平塚FⅠ*＝１月29日〜31日●岸和
田FⅡ・ガールズ*＝１月29日〜31日
●立川FⅡモーニング7（午前10時開
場）＝２月１日〜３日●小松島FⅠ*＝
２月１日〜３日●静岡記念*＝２月1
日〜４日●立川FⅡ・ガールズ＝２月
９日〜11日●GⅠ・岐阜全日本選抜*
＝２月９日〜12日　＊は場外発売

Subsidies for Parents/Guardians of Children 
Enrolled in International Schools

Tachikawa City Hall offers subsidies to parents or guardians whose 
children are enrolled in international schools （Equivalent to�
Japanese elementary school or junior high school student）. Subsidy 
Amount: 2,000 yen per month per child.
Eligibility  Parents/guardians who are Tachikawa city residents: �
listed on the Basic Resident Registration and who bear the cost of 
school tuition and fees for their children Inquiry  Civic Collaboration 
Department, Multicultural Division, Ext: 2632
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 年年会費 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から

立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎042（523）2111〔代表〕  Fax042（521）2653



※広告に関するお問い合わせは…総合広告代理店　フレックス株式会社☎042（528）1611へ

≪広告欄≫

女性総合センターや各地域学習館ほかでリーフレットを配布しています。あわせてご覧ください。

2月17日土	 ◦古典ヨガ体験　◦モザイクタイルでトレーづくり　◦学習会「世界の刑務所の歩き方」　ほか
2月18日日	 ◦学習会「聴こえのバリアフリーを考えてみましょう」　◦学習会「地域医療における患者参画・乳がん編」　◦ゆる筋トレ体操
	 ◦中央大学学生（川崎一泰ゼミ）による研究発表　ほか

　曲目は「O sole mio（イタリア民謡）」  「菩提樹（シューベルト）」

ほかを予定。学齢前の子どもも鑑賞できます時２月18日㈰午後２
時～３時場１階ホール費300円（２歳以下は無料）定185人（申込順）

フレッシュ♪フレッシュ♪
ヴォーカルコンサート

田代光花さん
（ソプラノ）

渡邊瑛介さん
（テノール）

高倉群さん
（バリトン）

吉田彩さん
（ピアノ）

講演会（事前収録映像の上映） コンサート

　講師は、獨協大学経済学部教授で経

済アナリストの森永卓郎さん。体調不良

により講師が登壇できなくなったため、く

らしフェスタのために事前収録された映

像（約70分）を上映します時２月17日㈯午
後１時30分～２時45分場１階ホール定

175人（申込順）

増負担・年金減少時代を
どう生き抜くのか

森永卓郎さん

問生活安全課消費生活センター係〔女性総合センター内〕☎（528）6801

2月17日土 2月18日日

　いずれも保３人程度（１歳～学齢前）申１月25日㈭から〔保育または手話通訳を希望する方は２月２日㈮正午まで
に〕生活安全課消費生活センター係☎（528）6801へ

今日の安全  明日の安心
今、求められる私たちの選択

テーマ

主なイベント

2月17日土・18日日

午前１０時～午後４時
女性総合センター１階・５階

　くらしフェスタ立川第22回
毎日の暮らしに役立つ情報がいっぱい！

このほかにも催しがたくさん！くわしくは市ホームページをご覧ください。

●住民基本台帳記録数	（前月比）
人口	 185,825	 （＋62）
男	 91,979	 （＋28）
女	 93,846	 （＋34）
世帯	 96,728	 （＋39）

人口と世帯

令和６年
１月1日現在

令和6年（2024年）1月25日（毎月10日・25日発行）




